
■テーマ：高速道路のモビリティマネジメント

部会名 越波リモート監視システム構築 

代表団体 株式会社ウェザーニューズ 

実証内容 

現場で人が目視でおこなっている越波発生の監視を効率化するため、現地ライブカメラを

もとに AI（深層学習）の独自画像解析技術により、波の大きさや越波の有無をリモートで 

監視するシステムの有効性を実証する。 

現場実証は、越波が発生しやすい東名 由比地区や西湘バイパスでおこないます。 

検証内容 越波状況のリモート監視システムの有効性を検証する。 

実証場所 東名高速道路 由比地区、西湘バイパス 

実証開始時期 2020 年 11 月 

（参考） 

i-MOVEMENT

戦術での位置

付け 

①全線常時監視による現場状況把握の効率化 

③災害・異常事態自動検知による事象対応の迅速化 

現地観測（ライブカメラ） 

AI 独自画像解析 

越波有無判定 

アラート



■テーマ：高速道路のモビリティマネジメント

部会名 道路越波監視と予測の高度化検討部会 

代表団体 一般財団法人 日本気象協会 

実証内容 

越波の発生を予測して、通行止めなどの必要な対応を図るタイミングを判断するために、

沖波監視レーダーにより越波につながる沖合の波浪を監視し、波浪特性分析、越波予測結

果補正をおこない、高速道路への越波発生の危険度を予測して、アラート通知をおこなうシ

ステムの実現性を実証する。

現場実証は、越波が発生しやすい東名 由比地区でおこないます。

検証内容 沖波監視レーダーによる波浪特性分析と道路管理者への伝達システムの実現性を検証 

実証場所 東名高速道路 由比地区 

実証開始時期 2020 年 11 月 

（参考） 

i-MOVEMENT

戦術での位置

付け 

①全線常時監視による現場状況把握の効率化 

③災害・異常事態自動検知による事象対応の迅速化 

沖波監視レーダーによる観測 

波浪特性分析 

越波予測結果補正 

越波アラート通知 道路管理者へ通知 

※古野電気株式会社様ご提供

波浪特性分析※ レーダーによる波浪観測 

道路管理者の負担軽減に

つながる判断情報 



■テーマ：高速道路のインフラマネジメント

部会名 法面維持管理モニタリングの高度化 

代表団体 国際航業株式会社 

実証内容 

近年の異常気象による災害の激甚化を踏まえ、豪雨や地震直後などにおける法面の異

常を早期に発見し、通行止めなどの必要な対応を迅速化するために、最新の衛星測位シス

テム（GNSS）やセンサなどの ICT、IoT 技術を活用して、法

面の変位をリアルタイムに監視するシステムの有効性を実

証する。 

現場実証では、法面に RTK-GNSS センサを設置して、法

面の異常を想定した変位を人工的に与えることで、センサ

自体の性能を実証する。 

また、複数箇所の法面にRTK-GNSSセンサを設置して変

状をリアルタイムに監視することで、法面点検の効率化や

通行止めの実施・解除の判断支援など、維持管理上の有

効性を実証する。 

検証内容 GNSS センサを活用した法面維持管理手法の有効性を検証する。 

実証場所 NEXCO 中日本管内の高速道路 

実証開始時期 2020 年 11 月 

（参考） 

i-MOVEMENT

戦術での位置

付け 

③災害・異常事態自動検知による事象対応の迅速化 

⑭構造物等の状況把握（データ取得）の高度化 

RTK-GNSS センサ 

法面維持管理モニタリング（RTK-GNSS 計測技術）のイメージ 




